
大阪大学・国際教育交流センター・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４４０１

基盤研究(C)（一般）

2018～2015

ICT学習支援オンラインアカデミック日本語教育の開発と実践研究

The development and practical research of ICT supported online academic Japanese
 language learning

３０１９８４０２研究者番号：

難波　康治（Namba, Koji）

研究期間：

１５Ｋ０２６３９

年 月 日現在  元   ９ １３

円     3,400,000

研究成果の概要（和文）：本課題の目的は、最近整備され利用されるようになった動画視聴環境を日本語教育・
学習の環境として活かす方策を検討するため、昨今盛んに なってきた反転授業などの新しい授業形態に応じた
コンテンツ制作を行い、それを実践した上で、動画を利用した新しい教育方法の開発を行うことにあった。オン
ライン動画の教育利用の方法について、その動機付けにおける効果を理論的に跡づけ、従来の実践の調査を行う
とともに、国内外の大学と協力し、動画コンテンツ作成とその利用の効果を調査した。その結果、ショートムー
ビーをカリキュラムに取り込み、学習者に授業外での隙間時間を利用して学習させることが有効であることが明
らかになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to consider measures to utilize the video 
viewing environment that has newly been established and used as the environment for Japanese 
language education and learning. to fulfill the purpose above, we have developed various learning 
video contents in accordance with the new lesson forms such as so-called "flipped classes" that have
 become popular recently. To examine the effects of motivation for online use of videos, we reviewed
 the previous studies on online learning and the practices learning language through movies. We also
 investigate the impact of creating and utilizing video contents in collaboration with domestic and 
foreign universities. As a result, it became clear to be useful to incorporate short movies into the
 curriculum and make the learner find learning opportunity to learn Japanese using the gap time 
outside the class.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
今後の日本の社会環境では、長期にわたって日本の社会で働く人材の育成が重要となるが、そのために、教育を
受けるための基礎としての日本語支援の方策を検討することは、極めて重要である。本研究の成果は、これまで
大学における日本語教育が対象としていた大学で教育を受ける学習者のみならず、いわゆる日本語教育推進法な
どで新たに対象とされる日本語学習者に対し、教室内のみならず、教室外においても学習機会を与えるための理
論的枠組みを提供する。また、コンテンツ制作の方法論などを外部の教育機関と共有して行くことによって、さ
らなるコンテンツの充実を図ることが可能である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 本研究グループは、平成 21 年度〜平成 24 年度にわたり「留学生大量受け入れ時代に向

けた大学における新たな日本語教育スタンダードの構築」（10 頁に掲載）という課題のもと、

カリキュラムおよび学習システムの研究開発を行ってきた。そこでは、共通基礎および専門

日本語教材の開発、日本語教育に特化した LMS・SNS を含んだ教育・学習支援プラットフ

ォーム、Web およびアプリ教材のカリキュラムへの統合等の成果が得られ、本学における

カリキュラムの改革とともに、学外にもリソースを提供した（西口他 2011）。 

 しかしながら、本学における実際の留学生受け入れの増加は、平成 20 年度の 1,024 名か

ら平成 25 年度（開始年度）の 1,985 名へと、予想を上回るペースで進み、特に英語コース

を含む学部留学生と短期留学生の増加など、これまでにない種類の日本語学習者も見られ

た。このように、急増し、多様化する大学における日本語学習者のニーズに対して、これま

で行ってきた教材やカリキュラムの改善だけでは十分な日本語学習機会の提供ができない

事態が見込まれていた。 
 
２．研究の目的 

 近年、留学生受け入れ政策の実施により、大学等高等教育機関においては日本語教育への

ニーズが急速に高まるとともに多様化している。本研究では、それらのニーズに対応するべ

く、IT 技術、特に近年利用が容易になった動画を活用し、日本語教育において革新的な教

育・学習システムを開発するため、以下の３点をその研究課題とした。 

１）日本語教育における従来の e-learning システムの課題を明らかにし、動画配信および

収録を積極的に取り入れた日本語教育・学習支援の方法について検討する。 

２）すでに開発した OUS カリキュラムの成果をもとに、新たに動画配信を利用した遠隔日

本語教育と、いわゆる反転授業を組み合わせるとともに、学生間での「学び」を取り込

んだインターナショナル・ラーニング・コモンズの導入により多くの学習機会を提供す

ることのできる日本語教育カリキュラムを開発する。 

３）単にコンテンツ制作を行うのではなく、実践とその分析を通じてその効果についての実

証・評価を行ない、コンテンツおよび教育・学習支援システムの改善を行う。 
 
３．研究の方法 

上記の目的を達成するため、本研究グループは、以下のような手順で研究課題に取り組ん

だ。 

① ショートビデオ（２分〜５分の短い動画）をベースにした学習ユニットの小型化 

- 十分な量のコンテンツを作成する。多くの選択ができることで動機付けをする。 

- 教材はなるべく小さな Unit にして、ひとつひとつタスク化し、それを並べる。それ

により、学習者には利用しやすく、講師や制作協力者には制作の負担を低減する。 

- 学習者がそれを視聴して練習したのちタスクの成果を提出し、それが教員によって

評価されるというサイクルを構築する。 

② 多様な教育・学習方法に対応するリソースの開発と有効な運用方法の検討 

- オンライン、ブレンデッド、対面式など、多様な教育・学習方法に対応する様々な

コンテンツを制作する。 

- 動画コンテンツだけでなく、ワークシート、自己診断式のテストを作成（あるいは

既存のリソースをオンライン化）し、オンラインでの学習を可能にする。 



- 学内には、授業支援コンテンツとして、LMS を通じて提供する。 
 
４．研究成果 
 当初見込まれた動画コンテンツについては、その全てを制作するには至らなかったものの、初
中級基礎教材については、中級教材「ミアンのチャレンジ日記」、「NIJ 講義ビデオ」を完成し、
前者は、大阪大学市民講座においても活用され、後者については、学内の授業カリキュラムの一
環として活用されている。 
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